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低所得者の介護保険料改

定に伴う国・県・町の負

担分を特別会計へ繰出す

ための計上です。

御前野自治会の屋外無線

放送機材を整備するため

の補助金です。

狩猟期間中のシカの捕獲
に対する補助金で，１頭
あたり３千円を猟友会へ
補助するものです。

消費税率の引き上げによる影響
を緩和するため，低所得者に対
して，制度的な対応を行うまで
の間の，暫定的・臨時的な措置
として，臨時福祉給付金を支給
するもので，今年度の支給額は
対象者１人につき６千円です。

鳥獣被害を防止するため
の電牧器やネット柵資材
等に対する補助金です。

消費税率引上げの影響等を
踏まえ，子育て世帯に対し
て，臨時特例的な給付措置
として，子育て世帯臨時特
例給付金を支給するもので，
今年度の支給額は対象児童
１人につき３千円です。

介護保険事業
特別会計繰出金

コミュニティ
助成事業補助金

有害鳥獣駆除
事業補助金

臨時福祉給付
事業補助金

有害鳥獣被害防止
機材設置事業補助金

子育て世帯臨時特
例給付事業補助金
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平成27年  第2回定例会

　第２回定例会は６月１０日に招集され，６月２５日までの１６日間の会期で開催され
ました。
　今定例会では，報告２件，湧水町過疎地域自立促進計画の変更，条例の一部改正３件，
補正予算３件などの議案が提案され，それぞれ可決しました。また，本町を取り巻く様々
な課題等を調査研究するために湧水町地方創生・議会活性化等調査特別委員会を含む３
特別委員会を設置しました。更に，農業委員会委員の辞任に伴い議会推薦として，湧水
町鶴丸　前田格男氏の推薦を決めました。
一般質問では，議員４名が６項目について質問しました。

森林・林業の再生の基盤とな
る施設・機械等の整備を推進
するために，高性能林業機械
導入補助金として，事業費の
５０％を補助するものです。

公営住宅等の長寿命化計
画に基づき，牛瀬戸住宅
４号棟を解体する費用で
す。

吉松グラウンド照明電球
取替及び弓道場浄化槽修
理に伴う修繕料です。

総額 68億7,411万1千円に

一般会計補正予算　1億863万7千円可決

森林整備・林業木材産業
活性化推進事業補助金

公営住宅等改修
工事費修繕料
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こんなことが決まりました
議　　　　　　　　案 提　　案　　理　　由　　等 結　果

報告第１号
平成26年度湧水町一般
会計予算繰越明許費繰越
計算書

平成２６年度湧水町一般会計予算を平成２７年度に
繰り越したので，地方自治法施行令第１４６条第２
項の規定により，報告するもの。
（繰り越した事業・・１６事業　３億８６７２万３千円）

――

報告第２号
平成26年度湧水町介護
保険事業特別会計予算繰
越明許費繰越計算書

平成２６年度湧水町介護保険事業特別会計予算を平
成２７年度に繰り越したので，地方自治法施行令第
１４６条第２項の規定により，報告するもの。
（繰り越した事業・・１事業　７２万８千円）

――

議案第３３号
湧水町過疎地域自立促進
計画の変更について

平成２２年度に策定した湧水町過疎地域自立促進計
画について，事業内容を追加し，計画変更をしたいの
で，議会の議決を求めるもの。

原案可決

議案第３４号
湧水町介護保険条例の一
部を改正する条例の制定
について

介護保険法施行令の一部が改正され，介護保険料を
改正する必要があるため，所要の改正をしようとす
るもの。
第１段階　「34,800円」⇒「31,320円」

原案可決

議案第３５号
湧水町防災会議条例の一部
を改正する条例の制定につ
いて

湧水町防災会議の委員に議長を加え，災害等が発生
した際，議会と相互の情報共有を図りたいため，所要
の改正をしようとするもの。

原案可決

議案第３６号 平成２７年度湧水町一般会
計補正予算（第２号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９２９５万４
千円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ
れ６８億５８４２万８千円とするもの。

原案可決

議案第３７号
平成２７年度湧水町介護
保険事業特別会計補正予
算（第１号）

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３６６万
５千円を減額し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ
れぞれ１４億７２２万１千円とするもの。

原案可決

議案第３８号
湧水町町営住宅管理条例
の一部を改正する条例の
制定について

学校教職員等住宅として，昭和６０年度に建設され
た尾鉢第三教職員住宅を町営住宅として管理したい
ため，所要の改正をしようとするもの。

原案可決

議案第３９号 平成２７年度湧水町一般会
計補正予算（第３号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１５６８万
３千円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ
れぞれ６８億７４１１万１千円とするもの。

原案可決
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特別委員会を設置
《湧水町地方創生・議会活性化等調査特別委員会》

国において，地方創生に関する関連法が制定され地方創生に関する緊急的取組みに対する措置がなさ
れている中，本町の総合戦略の重要性を強く認識するとともに諸施策への対応等を調査検討するため，
また，本年３月に議会基本条例を制定し，更に住民に身近な，信頼される議会，開かれた議会を目指し
て，積極果敢に取り組みを続けるため，湧水町議会委員会条例第５条の規定により１１名（議長を除く）
による委員会を設置。
また，この特別委員会の中に，それぞれの分野ごとに小委員会を設け，議論していくことになりました。

委員長　久留須　修　議員　／　副委員長　境田　公明　議員
○地方創生総合戦略に関する小委員会
　宮里　廣昭　議員　／　吉永　義和　議員　／　綾織　まち子　議員

○議会活性化に関する小委員会
　池上　滝一　議員　／　亀澤　中　議員　／　松元　昭治　議員

○吉松駅周辺まちづくりに関する小委員会
　森山　マスミ　議員　／　橋元　義嗣　議員　／　仮屋　良二　議員

《湧水町水害等対策調査特別委員会》
本町の水害等の対策に係わる調査・研究を行うために，湧水町議会委員会条例第５条の規定により１１

名（議長を除く）による委員会を設置。

　委員長　森山　マスミ　議員　／　副委員長　久留須　修　議員　

《湧水町議会広報編集特別委員会》

議会広報の諸課題などについての調査・研究するため、湧水町議会委員会条例第５条の規定により

６名の委員構成による委員会を設置。

　　
　委員長　綾織　まち子　議員　／　副委員長　松元　昭治　議員　
　 委 員　 橋 元　 義 嗣　 議 員　／　 委 員　 池 上　 滝 一　 議 員
　 委 員　 仮 屋　 良 二　 議 員　／　 委 員　 宮 里　 廣 昭　 議 員
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一 般 質 問

町 政 を 問 う !

　

栗
野
・
吉
松
両
中
央
公

民
館
と
も
に
２
階
で
の
式

典
や
行
事
が
数
多
く
開
催
さ
れ
て
い
る

が
，
高
齢
化
社
会
と
な
り
階
段
の
昇
降

が
原
因
と
な
っ
て
参
加
を
敬
遠
す
る
傾

向
が
あ
る
も
の
と
感
じ
て
い
る
。
ま
た
，

車
い
す
な
ど
障
害
の
あ
る
方
々
へ
の
配

慮
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
）
に
つ
い
て
も

勘
案
す
べ
き
と
思
う
。
そ
こ
で
，
公
民

館
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
が
で
き
れ

ば
誰
で
も
参
加
し
や
す
い
状
況
に
な
る

と
思
う
が
，
今
後
に
お
い
て
検
討
さ
れ

る
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　

栗
野
・
吉
松
両
中
央
公

民
館
は
，
町
民
の
生
涯
学

習
の
場
，
交
流
の
場
，
生
き
が
い
づ
く

り
の
場
と
し
て
多
く
の
皆
様
に
利
用
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
ご
質
問
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
は
，
両
中
央
公

民
館
の
利
用
状
況
を
考
慮
し
，
建
築
基

準
法
に
よ
る
構
造
的
な
問
題
，
設
置
個

所
や
方
法
な
ど
多
方
面
か
ら
の
調
査
・

研
究
が
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
，	

幼
児
を
伴
っ
た
利
用
者
や
高

齢
者
，
障
害
を
持
っ
た
方
々
へ
の
配
慮

に
つ
き
ま
し
て
は
，
公
民
館
職
員
等
に

よ
る
介
添
え
や
利
用
し
や
す
い
施
設
の

改
修
等
を
今
後
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の

　
整
備
に
つ
い
て

　

原
発
事
故
以
来
，
各
方

面
に
節
電
の
要
請
が
周
知

さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
公
共
施
設

の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
れ
ば
環
境
に
も

優
し
く
，
消
費
電
力
も
少
な
く
，
経
費

削
減
の
面
で
効
果
が
表
れ
る
事
業
で
あ

る
と
察
す
る
。
学
校
関
係
に
お
い
て
も

相
当
な
消
費
電
力
で
あ
る
と
思
い
ま
す

の
で
，
併
せ
て
検
討
す
べ
き
と
考
え
ま

す
が
，
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

多
く
の
利
点
が
あ
る

照
明
設
備
で
あ
る
と
思

い
ま
す
の
で
，
栗
野
庁
舎
に
つ
き
ま
し

て
は
耐
震
計
画
に
あ
わ
せ
て
，
ま
た
他

の
施
設
も
改
修
等
の
計
画
が
な
さ
れ
た

時
点
で
検
討
し
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
所
管
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て
も
，
町

長
答
弁
か
ら
あ
っ
た
と
お
り
検
討
し
て

参
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

子
育
て
世
帯
へ
の
通
学
支
援
に
つ
い
て

池上　滝一　議員

池
上町

長

町
長

中央公民館にエレベーターの設置を

多方面からの調査が必要であります

池
上

教
育
長

外付けエレベーター
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一 般 質 問

吉松駅周辺まちづくりについて

地方創生総合戦略計画に該当するか検討していく

境田　公明　議員

町 政 を 問 う !ここが知りたい !!
 　ここが聞きたい !!

　

停
車
場
地
区
住
民
を
中

心
に
吉
松
駅
周
辺
ま
ち
づ

く
り
推
進
会
議
で
，
半
年
間
に
推
進
会

議
を
は
じ
め
役
員
会
や
作
業
部
会
な
ど

を
か
さ
ね
て
３
月
末
に
基
本
計
画
書
を

ま
と
め
上
げ
て
，
具
体
的
な
提
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
住
民
か
ら
の
要

望
を
中
心
と
し
た
素
案
を
今
後
，
町
と

し
て
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
考
え
な

の
か
伺
い
ま
す
。

　

吉
松
駅
周
辺
ま
ち
づ
く

り
推
進
会
議
基
本
計
画
表

は
，
昨
年
作
業
部
会
が
中
心
と
な
り
吉

松
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
事

業
項
目
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
が
，
課

題
も
多
く
あ
り
，
事
業
そ
れ
ぞ
れ
を
検

証
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
が
該
当
す
る

補
助
事
業
が
な
い
か
精
査
し
，
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
併
せ
て
，
地
方
創
生
総
合

戦
略
計
画
で
の
事
業
と
し
て
該
当
す
る

か
ど
う
か
の
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

専
門
的
立
場
か
ら
助
言

で
き
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

活
用
は
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　

企
画
課
の
中
に
「
ま

ち
づ
く
り
政
策
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
室
」
に
吉
原
教
授
が
お
り
以
前

か
ら
吉
松
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
地
方
創
生
推
進
会
議

に
も
入
っ
て
も
ら
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
こ
の
事
業
化
の
推

進
に
向
け
て
，
住
民
の
要

望
の
基
本
プ
ラ
ン
か
ら
，
実
現
可
能
な

プ
ラ
ン
に
す
る
た
め
に
，
期
間
限
定
で

い
い
の
で
，
事
業
化
の
推
進
に
向
け
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
あ
る
い
は
，
職

員
の
配
置
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す

が
，
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

専
門
職
員
や
専
任
職

員
の
配
置
は
都
市
計
画

課
が
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。
「
ま
ち
づ
く
り
政
策
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
室
」
に
吉
原
教
授
と
職
員
が
い
ま

す
の
で
，
現
時
点
で
は
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
が
，
役
場
組
織
の
吉
松
駅
周
辺
ま

ち
づ
く
り
計
画
検
討
委
員
会
の
構
成
を

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

境
田

町
長

境
田

町
長

境
田

町
長
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一 般 質 問

　

地方創生について

地方創生事業の期間延長を要望

宮里　廣昭　議員

　

今
回
，
本
町
も
予
算
に

報
償
費
や
委
託
料
等
，
総

合
戦
略
策
定
等
に
必
要
な
経
費
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
が
，
審
議
委
員
会
の
委
員

構
成
，
総
合
戦
略
策
定
業
務
委
託
の
内

容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
，
地
方
創
生

に
つ
い
て
，
国
・
県
に
要
望
等
が
あ
る

の
か
伺
い
ま
す
。

　

総
合
戦
略
策
定
業
務
委

託
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
，
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
基
に
し
た
基
本

的
目
標
の
設
定
及
び
重
要
業
績
評
価
指

標
の
設
定
，
基
礎
資
料
作
成
の
委
託
で

あ
り
ま
す
。
新
た
な
交
付
金
の
事
業
範

囲
の
拡
充
と
地
方
創
生
の
期
間
延
長
を

要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

吉
松
駅
周
辺

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

今
回
，
吉
松
駅
周
辺
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
計
画
が

提
出
さ
れ
，
創
生
プ
ラ
ン
で
は
６
項
目

の
計
画
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
，
今
後
ど

の
よ
う
に
事
業
を
進
め
て
い
か
れ
る
の

か
。
ま
ち
づ
く
り
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
の
協
力
は
欠
か
せ
な
い
も
の
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
，
残
さ
れ
た
任
期
中
に

見
え
て
く
る
ま
ち
づ
く
り
が
あ
る
の
か

伺
い
ま
す
。　

吉
松
駅
周
辺
の
ま
ち
づ

く
り
事
業
は
，
地
域
住
民

等
で
構
成
す
る
作
業
部
会
が
中
心
と
な

り
，
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

課
題
も
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
事
業
を
そ

れ
ぞ
れ
検
証
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
，

ま
ず
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
事
業
そ
れ
ぞ

れ
に
該
当
す
る
補
助
事
業
が
あ
る
の
か
，

地
方
創
生
総
合
戦
略
計
画
に
該
当
す
る

の
か
検
討
し
ま
す
。

　

残
さ
れ
た
任
期
中
ま
で
に
見
え
て
く

る
ま
ち
づ
く
り
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て

は
，
現
状
で
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
，

努
力
は
し
ま
す
。

宮
里

町
長

宮
里

町
長

旧 Aコープ跡地
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一 般 質 問

森山　マスミ　議員

地
方
版
総
合
戦
略
審
議
会

委
員
選
任
及
び
今
後
の
審

議
会
の
進
め
方
を
伺
い
ま
す
。

　

審
議
会
委
員
は
，
産

業
・
行
政
・
教
育
・
金
融

及
び
公
募
住
民
で
構
成
さ
れ
，
推
進
本

部
で
検
討
し
た
議
題
を
審
議
し
ま
す
。

　

人
の
動
態
は
，
あ
ら
ゆ

る
政
策
の
基
礎
で
す
。
我

町
は
毎
年
，
出
生
数
の
４
倍
強
の
方
が

死
亡
す
る
危
機
的
状
況
に
あ
り
ま
す
。

今
後
本
町
を
如
何
に
維
持
し
て
い
く
の

か
伺
い
ま
す
。

　

人
口
の
現
状
や
年
齢
階

層
別
の
人
口
移
動
状
況
等

を
分
析
し
，
目
指
す
べ
き
将
来
像
や
住

民
の
希
望
を
実
現
で
き
る
方
向
を
平
成

72
年
ま
で
展
望
し
て
策
定
し
ま
す
。

　

人
口
推
移
を
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
委
託
さ
れ
た
が
，

本
町
の
諸
特
性
を
活
か
し
た
具
体
策
と

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ど
こ
の
町
向
け

か
分
か
ら
な
い
施
策
で
は
役
に
立
ち
ま

せ
ん
。　

　
　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

は
内
容
を
ま
と
め
た
ら
納

得
で
き
る
ま
で
説
明
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

雇
用
を
創
出
す
る
事
業

は
，
地
域
活
性
化
に
と
っ

て
不
可
欠
で
あ
る
が
，
今
後
の
こ
の
面

で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
及
び
子
育

て
等
の
既
往
事
業
を
拡
充

し
て
，
高
齢
者
生
活
支
援
，
地
域
を
巡

回
す
る
健
康
教
室
な
ど
雇
用
創
出
が
で

き
る
審
議
会
か
ら
の
提
案
で
実
現
可
能

性
の
高
い
案
を
盛
り
込
み
ま
す
。
ヤ
マ

ハ
の
後
に
来
る
会
社
か
ら
百
人
規
模
の

雇
用
を
行
い
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り

ま
す
。

　

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
，

幼
稚
園
で
も
教
育
活
動
後
，

保
護
者
か
ら
希
望
が
あ
る
な
ら
，
延
長

教
育
に
取
り
組
め
ば
，
子
育
て
環
境
整

備
に
繋
が
る
は
ず
で
す
。
こ
の
件
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　

文
科
省
幼
稚
園
教
育

要
領
に
は
「
１
日
の
教

育
時
間
は
４
時
間
が
標
準
」
と
あ
り
ま

す
。
延
長
教
育
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

合
併
後
10
年
経
ち
ま
す
。

栗
野
と
吉
松
２
本
立
運
営

の
幼
稚
園
で
す
。
条
例
を
一
本
化
す
べ

き
と
考
え
ま
す
が
，
こ
の
件
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。　

現
時
点
で
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

　

吉
松
幼
稚
園
は
特
色
あ

る
幼
児
教
育
を
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
で
町
内
外
に
向
け
て
発
信
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
，
こ
の
件
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
に
進
め
ま
す
。

森
山

町
長

森
山

町
長

森
山

町
長

森
山

町
長

教
育
長

森
山

教
育
長

森
山

教
育
長

地方創生について

推進本部会議で検討・協議する

森
山
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福島県石川地方町村議会議長会 研修視察来庁
　福島県石川地方にある５町村議会（石川町，玉川村，平田村，浅川町，古殿町）

の議長が本町に研修視察のため来庁されました。

研修の内容は，
　　１．本町の町づくり計画の概要について
　　２．議会運営全般について
　　３．湧水の利用状況等について

　平成２７年７月１５日（水），吉松中央公民館において，「地域づくりは楽しい」と題して，

長島町副町長　井上貴至氏（総務省大臣官房秘書課主査）による地方創生の研修会が開催さ

れ，出席しました。

地方創生研修会
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伊佐湧水消防組合の統合計画案否決

　現在は，消防本部，大口消防署，南消防署，菱刈分遣所及び吉松分遣所の１本部２分遣署，
２分遣所で組織され，車両などの資機材と人員が分散されている状況です。災害に対し，
車両や人員を最大限に投入できない状況にあります。隊員の不足により１人乗車による
緊急出動もあり，危険な状況にあります。

伊佐湧水消防組合の現状

　６月１８日臨時議会が開催され，菱刈，吉松の２分遣所を救急車のみの分駐所とする消
防設置条例の改正案が提出されました。この議案に対し，組合議員からは，分駐所の廃止
を前提とした提案に「高齢化が進む地域の実情を考えると，安心安全なまちづくりに逆行
する。」「１分１秒を争う消防・救急業務の拠点を何故なくすのか。理解に苦しむ。」など
と反対意見が出されました。質疑・討論後の採決の結果，賛成２	対	反対６で否決となり
ました。

伊佐湧水消防組合臨時議会

　現在の状況や，両市町の交付税の減が見込まれること等から，伊佐湧水消防組合の体制
整備と職員減による経費節減は理解するものの，将来分遣所がなくなることへの不安や住
民への説明不足を指摘しています。

組合議員として

吉松分遣所
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傍聴にお越しください。

次の定例会は9月上旬予定

月 期日 曜日 議会の動き

4
　
　
　
　
　
　
月

6日 月 ・小中学校入学式　

7日 火 ・幼稚園入園式

8日 水 ・町発達支援センターみのり入園式

9日 木
・議会運営委員会
・議員全員協議会
・広報編集委員会

10日 金 ・町転入職員宣誓式及び歓迎会

16日 木
・議員全員協議会　
・広報編集委員会

17日 金 ・議会運営委員会

20日 月
・議員全員協議会
・第１回議会臨時会　
・議員全員協議会

22日 水 ・広報編集委員会

5
　
　
　
月

1日 金 ・議会運営委員会

8日 金
・水害等対策調査特別委員会　現地調査
（阿波井堰・鶴田ダム）

12日 火 ・議員全員協議会
14日 木 ・議員研修会

18日 月 ・大口卸売市場管理組合臨時会
19日 火 ・議会運営委員会
24日 日 ・吉松小学校運動会
25日 月 ・議員全員協議会

6
　
　
　
　
　
月

2日 火 ・新元議員研修会　

8日 月
・議会運営委員会 
・議員全員協議会

10日 水
・第２回定例会　本会議 
・各常任委員会

11日 木 ・第２回定例会　本会議（一般質問）
12日 金 ・第２回定例会　本会議（一般質問）　

18日 木 ・伊佐湧水消防組合議会臨時会

19日 金 ・まち・ひとしごと創生総合戦略策定審議会

23日 火
・議会運営委員会 
・議員全員協議会 
・地方創生・議会活性化等調査特別委員会

25日 木

・議会運営委員会 
・議員全員協議会 
・第２回定例会　最終本会議 
・広報編集委員会

議  会  の  動  き

水害等対策調査特別委員会現地調査
　平成２７年５月８日，阿波井堰改築工事及び鶴田ダム再開発事業の現地調査を実施しました。

鶴田ダム再開発事業阿波井堰改築工事


